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小川 義和（国立科学博物館・調整役） 

 

この度，日本科学教育学会の会長に就任させていただくにあたり，ご挨拶を申し上げます． 

今後 2 年間は，「不確実性と多様性のある社会の中における持続可能な学会運営」のもと「会員が安全

に，安心して，参加し，学びあう，高めあうことができる学会」を目指していきます．これには二つの

課題があります． 

１．持続可能な学会運営 

これは会員の皆様が最も心配されている課題かと思います．法人化後，学会の ICT 化など年度ごとに

新たな取り組みがあり，支出が増加してきた経緯があります．中山会長時代から引き続き「財政健全化

部会」を中心に，財政の分析と評価を行い，健全化を進める必要があります．2019 年度は新型コロナウ

イルスの影響とオンライン等の対応で一時的に財政が改善されているのかもしれません．今後，推移を

注視する必要があります．各会務担当理事，各種委員会を中心に業務効率化等の不断の見直しをしてい

きます．一方，過度の支出削減は学会活性化や会員サービスの低下を招くことも懸念されます．支出と

事業のバランスを取りながら，支出の削減とともに収入を増やすことも課題です． 

２．不確実で多様化する社会に対応した学会運営 

（１）不確実性とリスクのある中での学会 

いわゆる「新しい生活様式」を踏まえた学会運営が課題です．すでに対応しつつありますが，特に影

響を受けるのが年会，支部・研究会等の直接対面による研究集会です．研究集会は感染拡大防止の対応

をしながらも効果的・効率的な方法を見極める必要があります．また機関紙の電子化，論文等の J-STAGE

への掲載，理事会・委員会等の会議のオンライン化を進め，効率的な学会運営の在り方を探る必要があ

ります．ただ，これを好機と捉え，コロナ後を見据え，オンラインと対面の効果的な併用が参加者数の

増加や財政健全化にもつながる可能性があります． 

（２）多様化する会員の参加を促進 

今回，女性理事が 6 人（21 人中，約 29％）になりました．本当に喜ばしいことです．学術団体役員の

割合（約 13％）より高く，2017 年度に設置された男女共同参画ワーキンググループの成果だと思いま

す．ただ，本学会員の女性の割合は 2割弱で，日本の女性研究者の割合（約 16％）よりは高いものの，

まだまだ低調です．働き方が多様化している中で，若手の活性化とともに，女性会員，小中高の教員，

社会教育施設の職員等の参加，介護・育児等の理由でご自宅から，または遠方・海外からの参加を促す

学会の在り方など，ソーシャルインクルージョンの観点からの学会運営の検討も必要と考えております． 

不確実性のある社会において様々な取り組みが次の時代を創造していくことになるでしょう．17世紀

にイギリスでペストが蔓延し，大学が閉鎖になり，学生であったニュートンが故郷に戻り過ごした間に，

物理学の基礎の大半を完成したという故事があります．本学会でも ICT を活用した実践研究など，新し

い兆しも見えてきております．私たちは新たな取り組みに対し寛容性をもって臨むことが大切です． 

学会長就任のご挨拶 

学会長挨拶 
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日本科学教育学会は設立趣意書にあるように「学際的科学」としての科学教育研究を目的とした組織

で，多様性に富んだ研究者・実践者の集まりです．会員の多様な考え方や研究こそが不確実で変化が

激しい社会において学会を活性化し，発展させる原動力になると思います．会員の皆様による自律的

な研究と学術的な対話，さらには学会運営への参画を期待しております．どうぞよろしくお願いいた

します． 
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日本科学教育学会第 288 回理事会報告 

 

日 時  2020 年 6月 20 日(土)14:00~17:00 

会 場  ネット会議 

出席者  会長 中山 迅，副会長 猿田祐嗣，小川義和 

理事 宮崎樹夫，青山和裕，松浦拓也，久保田義彦，内ノ倉真吾，益川弘如，山口悦司， 

坂本美紀，隅田 学，出口明子，大谷 忠，山本智一，舟生日出男，谷塚光典 

監事 余田義彦，佐伯昭彦 

幹事 川上 貴 

 

１．議事要録(案)の承認 

○第 287回理事会議事録(案)を承認した． 

２．第 288回理事会までの電子会議による審議事項と審議結果 

○事務局からの発議により，3/31 までに入会を希望した 6名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された (4月 3 日) 

○事務局からの発議により，4/30 までに入会を希望した 9名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された (5月 2 日) 

〇会長からの発議により，第 44 回年会の現地開催中止とオンライン開催の実施について審議した結

果，原案通りに承認された (5月 10 日) 

○事務局からの発議により，5/31 までに入会を希望した 8名とシニア会員を希望した 3名を電子会議

により審査した結果，全員の入会と定款に定められたシニア会員への種別変更に必要な年齢条件を満

たしていない会員を除いた 2名のシニア会員への種別変更が承認された (6月 9 日) 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

○事務局より文書受理（刊行物送付を含む）や諸対応の報告があった． 

2) 経理・会員 

○2019 年度の決算状況について報告があった． 

3) 機関誌編集 

○投稿状況，査読状況，掲載決定状況について報告があった．	

○特集「STEM/STEAM 教育に関する理論的・実証的研究」の募集開始について報告があった．	

○J-STAGE の電子付録機能の利用について検討を開始することが報告された． 

4) 学会賞 

○学会賞候補にかかわる会員からの推薦状況の報告があった．	

5) 支部・研究会 

〇研究会の開催状況，発表件数について報告があった．	

6) 調査研究・学術交流・男女共同参画ワーキング 

○なし 

理事会だより 
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7）国際交流 

○第 44回年会における国際ランチョン・ミーティングの中止及び動画配信について報告があった． 

8) 年会企画 

○第 44回年会（兵庫教育大学）のオンライン開催決定の経緯と準備状況について報告があった． 

○第 45回年会を 2021 年 8月 20 日～22 日に鹿児島大学にて開催する予定の旨の報告があった． 

○第 43回年会論文集の J-STAGE への公開予定日が 7月 1 日である旨の報告があった． 

9) 広報・学会 IT 化 

○幹事の後任の内諾交渉が進んでいる旨の報告があった．	

○学会通信の年間計画について報告があった． 

10) 若手活性化 

○第 44回年会の若手活性化委員会企画の 1 年延期と動画配信の準備について報告があった．	

○若手活性化委員会担当の研究会をオンライン形式での開催を予定している旨の報告があった． 

11) 役員・代議員選挙管理委員会 

○代議員及び役員選挙の結果について報告があった． 

４．協議事項 

1) 経理・会員 

○退会希望者 7名を承認した． 

現在会員数 1,462 名（正会員 1,251 名，学生会員 147 名，名誉会員 13 名，公共会員１名，賛助会

員 3 名, シニア会員 47 名）（2020 年 6月 10 日付） 

（前回理事会：会員数 1,451 名（正会員 1,240 名，学生会員 148 名，名誉会員 13 名，公共会員１

名，賛助会員 3 名, シニア会員 46 名）（2020 年 3月 4 日付）） 

○2020 年度予算案について，一部予算金額の修正や費目移行を検討していくとした上で承認された． 

2) 機関誌編集 

○査読規定第 5条と第 7条の文言の改定と第 11条の別表について承認された．	

3) 支部・研究会 

○7月以降の新型コロナウイルス感染症に関する研究会の対応について承認された． 

○2020 年度の研究会開催計画（案）について承認された． 

4) 学会賞 

○学会賞の候補者（論文賞 2件，奨励賞 1件）について提案があり承認された． 

5)会長推薦理事候補者及び名誉会員の推薦について	

○役員選任規程第 13条に基づき，2名の会長推薦理事候補者が推薦され，提案通りに了承された．	

○7名の名誉会員の推薦がなされ，提案通りに承認された． 

6) 庶務 

○第 44回定時代議員総会議事次第と学会通信（総会号）の提案があり各理事に担当個所に関する議題

の提出依頼をした上で承認された． 

５．次回以降の理事会予定 

・第 289回:2020 年 8月 25 日(火)13:00~15:00 場所:ネット会議 

・第 290回:2020 年 8月 27 日(木)10:00~12:00 場所:ネット会議 

・第 291回:2020 年 11月 21 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 292回:2021 年 3月 20 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 
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・第 293回:2021 年 6月 19 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

 

 

日本科学教育学会第 289 回理事会報告 

（要点のみ掲載） 

 

日 時  2020 年 8月 25 日(火)13:00~15:00 

会 場  ネット会議 

出席者  会長 中山 迅，副会長 猿田祐嗣，小川義和 

理事 宮崎樹夫，青山和裕，松浦拓也，益子典文，久保田義彦，内ノ倉真吾，益川弘如， 

竹中真希子，北澤 武，山口悦司，縣 秀彦，坂本美紀，隅田 学，出口明子，大谷 忠，

山本智一，舟生日出男，谷塚光典 

監事 余田義彦，佐伯昭彦 

事務局長 吉川 厚 

幹事 川上 貴 

オブザーバ 塩澤友樹 

 

１．議事要録(案)の承認 

○第 288回理事会議事録(案)を承認した． 

２．第 289回理事会までの電子会議による審議事項と審議結果  

○事務局からの発議により，6/30 までに入会を希望した 17 名とシニア会員を希望した 2 名を電子会

議により審査した結果，全員の入会が承認された (7月 2 日) 

○経理・会員からの発議により，2020 年度予算案について電子会議により審議した結果，原案通りに

承認された(7月 13 日) 

○事務局からの発議により，7/31 までに入会を希望した 15名を電子会議により審査した結果，全員の

入会が承認された (8月 4 日) 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

○事務局より文書受理（刊行物送付を含む）や諸対応の報告があった． 

2) 経理・会員 

○2019 年度決算と 2020 年度予算案について報告があった． 

3) 機関誌編集 

○投稿状況，査読状況，掲載決定状況について報告があった． 

○特集「次世代を担う若手研究者の科学教育研究」の査読状況について報告があった． 

○特集「STEM/STEAM 教育に関する理論的・実証的研究」の投稿状況について報告があった． 

4) 学会賞 

○年会発表賞候補の投票（ウェブ投票）の呼びかけがあった． 

5) 支部・研究会 

○2020 年度研究会支部・委員会開催予定について報告があった． 

6) 調査研究・学術交流・男女共同参画ワーキング 
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○なし 

7）国際交流 

○第 44回年会のオンライン企画として，ICASE の Dr. Baohui Zhang 新会長のメッセージ動画の配信を

行っている旨の報告があった． 

8) 年会企画 

○第 44回年会（姫路）の発表数，事前申込者数の報告があった． 

○第 43回年会論文集（宇都宮）の J-stageアップロード完了について報告があった． 

9) 広報・学会 IT 化 

○『科学教育研究レター』の編集・発行日程について報告があった． 

10) 若手活性化 

○8月 25 日に新旧委員の引継ぎを行った旨の報告があった． 

○第 44回年会サイトにおいて，次年度の年会企画の「予告編」動画を配信した旨の報告があった． 

○次年度の若手活性化委員会担当の研究会開催の準備状況について報告があった．	

４．協議事項 

1) 経理・会員 

○退会希望者 56名，除籍対象者 20名を承認した． 

現在会員数 1,438 名（正会員 1,233 名，学生会員 142 名，名誉会員 13 名，公共会員１名，賛助会

員 3 名, シニア会員 46 名）（2020 年 8月 7 日付） 

（前回理事会：会員数 1,462 名（正会員 1,251 名，学生会員 147 名，名誉会員 13 名，公共会員１

名，賛助会員 3 名, シニア会員 47 名）（2020 年 6月 10 日付）） 

５．その他  

６．次回以降の理事会予定 

・第 290回:2020 年 8月 27 日(木)10:00~12:00 場所:ネット会議 

・第 291回:2020 年 11月 21 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス  

・第 292回:2021 年 3月 20 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 293回:2021 年 6月 19 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 294回:2021 年 8月 20 日(金)未定 場所:鹿児島大学 

 

 

日本科学教育学会第 290 回理事会報告 

（要点のみ掲載） 

 

日 時  2020 年 8月 27 日(木)10:00~12:00 

会 場  ネット会議 

出席者  会長 小川義和，副会長 益子典文，秋田美代 

理事 青山和裕，加藤久恵，山下修一，寺田光宏，内ノ倉真吾，加納 圭，益川弘如， 

清水美憲，北澤 武，辻 宏子，雲財 寛，坂本美紀，稲田結美，出口明子，山本智一， 

瀬戸崎典夫，谷塚光典，森田裕介 

監事 佐伯昭彦，猿田祐嗣 

事務局長 隅田 学 
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幹事 坂谷内勝，塩澤友樹 

 

１. 代表理事(会長)の選出 

〇小川義和理事が代表理事（会長）に選出された． 

２. 理事等の会務分担，委員長・副委員長・幹事，部会の設置，委員会の設置等 

〇理事の会務分担について原案通り承認された． 

〇事務局長について隅田学会員に委嘱した． 

〇幹事(庶務)について塩澤友樹会員に委嘱した． 

〇幹事（経理・会員)について坂谷内勝会員に委嘱した． 

〇顧問について北原和夫会員，浪川幸彦会員，室伏きみ子会員，中山迅会員，大島まり会員に委嘱し

た． 

〇機関紙編集委員長，副委員長について山口悦司会員，磯部征尊会員（副），御園真史会員（副）に委

嘱した． 

〇国際交流委員長，副委員長について土佐幸子会員，隅田学会員（副）に委嘱した． 

〇年会企画委員長，副委員長について大谷忠会員，向平和会員（副），川上貴会員（副）に委嘱した． 

〇若手活性化委員長，副委員長について大谷洋貴会員，高橋聡会員（副）に委嘱した． 

３．報告事項 

1) 庶務・事務局 

〇メーリングリストについて報告があった． 

〇事務委託契約内容と理事会手帳について報告があった． 

2) 支部・研究会 

〇2020 年度研究会支部・委員会の構成と開催予定について報告があった．  

3) 年会企画 

〇第 44回年会の発表数が 219件，参加申し込み数が 302件（スタッフ 10件を除く）であった旨の報

告があった． 

〇第 45回年会（鹿児島）について，2021 年 8月 20 日(金)～22 日(日）に鹿児島大学（郡元キャンパ

ス）を会場として準備が進められている旨の報告があった． 

4) 広報・学会 IT 化 

〇科学教育研究レターの編集・発行日程について報告があった． 

〇科学教育メールマガジンの発行について報告があった． 

〇学会 Web サイトの更新について報告があった． 

5) 若手活性化 

〇年会における若手活性化委員会企画の実施状況について報告があった． 

〇若手活性化委員会担当の研究会開催の準備状況について報告があった． 

４．協議事項 

1) 機関誌編集委員会の委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

2）国際交流委員会の委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

3) 年会企画委員会の委員構成について 
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〇資料に基づき説明があり承認された． 

4) 広報委員会の委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

5) 若手活性化委員会の委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

6) 財政健全化部会の委員構成と主旨について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

7) 調査研究・学術交流：男女共同参画ワーキンググループの委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

8) 各会務の年間スケジュールの作成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

9) 研究会企画委員会の委員構成について 

〇資料に基づき説明があり承認された． 

５．その他 

６．次回以降の理事会予定 

・第 291回:2020 年 11月 21 日(土)14:00~17:00 場所:ネット会議 

・第 292回:2021 年 3月 20 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 293回:2021 年 6月 19 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス 

・第 294回:2021 年 8月 20 日(金)未定 場所:鹿児島大学 

・第 295回:2021 年 11月 20 日(土)14:00~17:00 場所:株式会社内田洋行 新川第２オフィス  

 

 

一般社団法人日本科学教育学会第 44 回定時代議員総会 報告 

 

日 時：2020 年 8月 26 日（水）13:30～15:05 

場 所：ネット会議 

 

次 第                          (進行：宮崎樹夫 理事) 

 

１．開会の辞         （小川義和 副会長） 

２．第 44回年会実行委員長挨拶                 （松本伸示 実行委員長）  

３．会長挨拶      (中山 迅 会長) 

４．議長選出 

定款第 36条により，中山迅会長を議長に選出した．   

５．議事録署名人委任     (中山 迅 会長) 

議事録署名人を，松本伸示（兵庫教育大学），土田 理（鹿児島大学）の両会員に委任することを

承認した． 

６．審議      (議長：中山 迅 会長) 

  代議員総会出席者 36名，委任状 4通で代議員総会成立を確認した． (青山和裕 理事) 

１）第 1 号議案の提案                 (中山 迅 会長) 
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2020-2022 年度役員候補者の説明と提案が行われ，第 1号議案は代議員 38名（出席者 34名，委任

状 4名）が賛成し，承認可決された． 

２）第２号議案の提案                 (青山和裕・松浦拓也 理事) 

2019 年度事業報告書及び収支決算書の説明と提案が行われ，第 2号議案は代議員 37名（出席者 33

名，委任状 4名）が賛成し，承認可決された． 

３）監査報告      (余田義彦・佐伯昭彦 監事) 

監査の結果，一般社団法人日本科学教育学会のすべての会計処理が適正に行われていたことを確認

した旨が報告された． 

４）第３号議案の提案                 (青山和裕・松浦拓也 理事) 

2020 年度事業計画書及び収支予算書（案）の説明と提案が行われ，第 3号議案は代議員 37名（出

席者 33名，委任状 4名）が賛成し，承認可決された． 

５）第４号議案の提案                 (中山 迅 会長) 

名誉会員の説明と提案が行われ，第 4号議案は代議員 37名（出席者 33名，委任状 4名）が賛成し，

承認可決された． 

７．議長解任 

８．新役員紹介 

９．表彰 

 １）学会賞選考委員会での選考経過の報告     (益川弘如 理事) 

２）表彰                                              (中山 迅 会長) 

   論文賞 

・北澤 武（東京学芸大学大学院教育学研究科），藤谷 哲（目白大学人間学部） 

奨励賞 

・山本輝太郎（明治大学研究・知財戦略機構） 

・荒谷航平（静岡大学大学院教育学研究科） 

年会発表賞 

・山本輝太郎（明治大学研究・知財戦略機構），佐藤広英（信州大学学術研究院人文科学系）， 

菊池 聡（信州大学人文学部） 

10．次年度第 45回年会実行委員長挨拶   (土田 理 実行委員長) 

11．会長挨拶      (中山 迅 会長) 

12．閉会の辞      (小川義和 副会長)   

 

 

 

合同会議報告 

 

日 時: 8月 25 日（火）15：15－17：15  ネット会議 

 

2020 年度顧問・理事・代議員・支部長合同会議は，会長，副会長(2名)，代議員(27名)，顧問 (2

名)，支部長(6 名)，理事(7 名) ，監事(2 名)，事務局長(1 名)，庶務幹事(1 名)，年会実行委員長，

編集委員長の実出席者数 48名（ただし，役員役職の重複あり）が出席して開催された．最初に, 松



－ 11 － 

本年会実行委員長から歓迎の挨拶，中山 迅会長から学会の近況報告があった．続いて，2020-2022

年度役員候補者についての説明，2019 年度事業報告及び収支決算書についての説明，2020 年度事

業計画及び収支予算（案）についての説明，及び名誉会員についての説明があった．その後，参加

者からの自己紹介と年会開催時期について意見交換がなされた．最後に，新会長予定者である小

川義和会員からの挨拶と次回の年会（鹿児島大会）のアナウンスがなされた． 
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去る 2020 年 8月 25 日（火）から 27 日（木）に，文部科学省，兵庫県教育委員会，姫路市教育委員

会，国立大学法人兵庫教育大学のご後援により，日本科学教育学会第 44回年会兵庫大会が開催されまし

た．今回の年会は世界的なコロナ禍の中で，学会創設以来，初めての遠隔開催となりました．ある意味

で，今回の年会は本学会の本領発揮の場になったのかもしれません．本年会はまさに Society5.0 のひと

つの姿を映し出すものとなりました．コロナ禍の終息がいつ迎えられるのか見通しが立たない中，この

ような学会のあり方も，普通に選択肢のひとつとなってくるのかもしれません． 
年会の参加申し込みは，総数で 302件ありました．遠隔開催となったことや，当日受付がなくなった

こともあり，例年よりは少ない参加人数となりました．それでも思ったほどの落ち込みには至らず，ほっ

としております． 
研究発表では，基調講演 1件，招待講演 1件，シンポジウム 1件，課題研究発表 14セッション 73件，

一般研究発表 136件，インタラクティブセッション 4件の発表があり，こちらに関しては例年の件数と

遜色のないものとなっています．ただ，コロナ禍の中での開催となったため対面での研究発表は取りや

め，紙上発表のみとなりました．年会の研究交流の場の提供という意味からは多少物足りなさが残るも

のになりました． 
また，今回は遠隔開催となったために，会長挨拶，年会実行委員長挨拶，次期年会実行委員長挨拶，

基調講演，招待講演はオンデマンドでも事前に動画の配信がおこなわれました．この試みは今までの年

会にはないものとなりました．なお，基調講演と招待講演については年会当日に質疑応答の時間が設け

られ，インタラクティブな話し合いが行われました． 
基調講演では，寺野隆雄氏（千葉商科大学）から「AI を考える・使える・学べる」というテーマでご

講演をいただきました．Society5.0 への取り組みの中で，AI は重要な役割を果たすことになりますが，

科学教育の側面からその利用や学習について分かりやすく解説していただきました．    
招待講演では，昨年度，科学教育実践賞を受賞された加納圭氏（滋賀大学）から「インクルーシブ STEM

教育の理論・実践・評価」というテーマでご講演をいただきました．STEM 教育について SDGs の理念

と関連づけながら誰一人取り残されない世の中を作っていくことの大切さについて熱い思いを語られま

した． 
シンポジウムでは，大谷忠氏（東京学芸大学）がコーディネータを務められ，「STEM•STEAM 教育の

国際的な動向と次世代教育」というテーマで，新井健一氏（日本 STEM 教育学会会長），松原憲治氏（国

立教育政策研究所），磯崎哲夫氏（広島大学）より，国際的な動向についてご紹介頂くとともに，次世代

教育への展望について誌上発表の形でご提案いただきました． 
課題研究については，14セッション（73件）が誌上発表の形式で行われました．発表内容は多岐にわ

たり集約することは難しいですが，キーワードを探ってみると，「STEM•STEAM」，「主体的・対話的で

深い学び」，「生物多様性」，「CBT」,「カリキュラム・指導法」，「ジェンダー」「ICT」などを見出すこと

ができそうです．一般発表については 136件，インタラクティブセッションについては 4件の誌上発表

がありました． 
最後に，コロナ禍の中で遠隔での開催ということになりましたが，本年会に参加頂きましたみなさま，

年会企画委員会，年会実行委員会，学生スタッフのみなさまに，心から御礼申し上げます． 
 

日本科学教育学会第 44回年会実行委員会 委員長 松本伸示 

第 44 回年会開催報告 

年 会 
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１．日程：2021 年 8月 20 日（金）～22 日（日）（3 日間を予定）  

 

２．会場：鹿児島大学郡元キャンパス  

    （〒890-8580 鹿児島県鹿児島市郡元 1−21−42） 

     https://www.kagoshima-u.ac.jp/about/access.html  

 

３．連絡先：日本科学教育学会第 45回年会実行委員会 

      E-mail：jsse2021.kagoshima [at mark] gmail.com 
 

４．第 44回年会実行委員会 

   委員長  土田 理（鹿児島大学） 

副委員長 山口武志（鹿児島大学） 

委員   山本朋弘（鹿児島大学），内ノ倉真吾（鹿児島大学） 

 

５．年会企画委員会 

委員長 大谷 忠（東京学芸大学） 

副委員長 向 平和（愛媛大学），川上 貴（宇都宮大学） 

幹事 服部裕一郎（高知大学） 

担当理事 山本智一（兵庫教育大学），瀬戸崎典夫（長崎大学） 

委 員 林 敏浩（香川大学），小泉健輔（群馬大学），畠山 久（法政大学）， 

高橋 聡（東京理科大学），中原久志（大分大学），高井吾朗（愛知教育大学）， 

江草遼平（明治学院大学），山田真子（長崎大学），神山真一（大阪体育大学）， 

木村優里（NPO 法人東京学芸大学こども未来研究所），福田博人（岡山理科大学）， 

川崎弘作（岡山大学），山中真悟（福山市立大学），内ノ倉真吾（鹿児島大学） 

 

  

第 45 回年会 開催案内（第 1 次） 
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開催計画 

開催支部 開催日 会場 

九州沖縄支部 2020年 11月 28日 オンライン開催（試行） 

東北支部 2020年 12月 12日 弘前大学教育学部 

若手活性化委員会 2020年 12月 13日 オンライン開催（試行） 

北陸甲信越支部 2020年 12月 13日 オンライン開催（試行） 

南関東支部 2021年 3月 7日（暫定予定） 東京学芸大学（暫定予定） 

北関東支部 未定 未定 

四国支部 未定 香川大学 

中国支部 2021年 5月～6月頃 鳥取大学 

東海支部 未定 岐阜聖徳学園大学 

 

 研究会に関する最新情報は学会 Web ページ（http://www.jsse.jp/jsse/modules/note7/ ）に掲載しますの

で，ご確認ください． 

 

 

2020 年度 第 1回日本科学教育学会研究会（九州沖縄支部開催） 

［テーマ］未来を拓く次世代育成のための科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 2 年（2020）11月 28 日（土）10:00～16:00（予定） 

［会 場］オンライン開催（試行） 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます．参加費は無料

です． 

オンライン開催（試行）に参加をご希望の方は，2020 年 11月 26 日（木）までに「申込み先」

までご連絡ください．後日，オンライン開催（試行）の URL を直接ご連絡いたします． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［問い合わせ］2020 年度第１回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：野添 生 

〒889-2192 宮崎市学園木花台西 1丁目 1番 

宮崎大学教育学部 理科教育講座 

Tel/Fax (0985-58-7504) 

E-mail: nozoe(atmark)cc.miyazaki-u.ac.jp（野添 生） 

［発表申込・論文提出締切］発表は，単名または連名発表者に 1名以上の会員を含むことが条件となり

ます． 

2020 年度研究会開催のお知らせ 

支部・研究会だより 
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発表申し込み時に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

希望される方は，氏名，所属，発表題目，E-mailアドレス，電話番号，連絡先住所，使用機

器 を明記した E-mail を 企画編集委員：野添生（宮崎大学）までお送りください． 

発表申込締切は，令和 2（2020）年 10月 19 日（月）です． 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和 2（2020）年 11月 8 日（日）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈 https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「九州沖縄支部」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々のご参加をお待ちしております． 

日本科学教育学会 九州沖縄支部長 野添 生（宮崎大学） 

 

2020 年度 第 2回日本科学教育学会研究会（東北支部開催） 

［テーマ］新しい時代を拓く科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 2 年（2020）12月 12 日（土）10:00～17:00（予定．※発表件数により時程の変更あり．） 

［会 場］弘前大学 教育学部棟 

〒036-8560 青森県弘前市文京町１番地 

会場となる弘前大学の新型コロナ感染症感染拡大防止対策に基づき，本学が特定地域と指定

した地域の居住者は来校できませんので，研究発表はできません．本学が定める特定地域は，

最新の感染状況により随時見直していますので，本学 HP でご確認下さい． 

＜URL：https://www.hirosaki-u.ac.jp/46721.html ＞ 

また来校する際には，本学の定める感染症対策を行っていただきます．なお新型コロナ感染

症の感染状況により，本学の対策が強化され会場使用が不可能になった場合は，J-Stage への

掲載をもって発表したものとすることをご了承ください．J-Stage への掲載をもちまして誌面

発表とさせていただきます． 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます．参加費は無料

です．なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［問い合わせ］2020 年度第２回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：長南 幸安 

〒036-8560 青森県弘前市文京町１番地 弘前大学教育学部 
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Tel(0172-39-3372)  FAX(0172-32-1478) 

E-mail：cho(atmark)hirosaki-u.ac.jp（長南 幸安） 

［発表申込・論文提出締切］発表は，単名または連名発表者に 1名以上の会員を含むことが条件となり

ます．発表申し込み時に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

希望される方は，氏名，所属，発表題目，E-mailアドレス，電話番号，連絡先住所を明記し

た E-mail を 企画編集委員：長南幸安（弘前大学）までお送りください．連名の場合，発表

者に○印を付けてください． 

発表申込締切は，令和 2（2020）年 11月 2 日（月）です． 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和 2（2020）年 11月 22 日（日）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈 https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「東北支部」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々のご参加をお待ちしております． 

日本科学教育学会 東北支部長 上之園 哲也（弘前大学） 

 

2020 年度 第 3回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催） 

［テーマ］次世代の科学教育研究 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 2 年（2020）12月 13 日（日）13:00～17:30（12:30 受付開始）（予定） 

［会 場］Remo によるオンライン開催（試行） 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます．参加費は無料

です．なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［問い合わせ］日本科学教育学会若手活性化委員会・幹事 山本輝太郎（明治大学） 

E-mail：kitaro (atmark) meiji.ac.jp 

［発 表］発表は，単名または連名発表者に 1名以上の会員を含むことが条件となります．発表申込時

に「入会申込」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

発表形式は，Remo（リモ；https://remo.co/ ）という Web 会議システムを使用したポスター発

表（ポスターのデータを画面共有しながらの発表）となります．Remo によるバーチャル研究

会会場には，6 人掛けのテーブルがいくつか並んでいます．各発表者には，対面での発表の
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際にポスターを貼るボードのように，テーブルが 1 つ割り当てられます．発表者は，自分の

ポスターセッション中，割り当てられたテーブルに常駐し，そのテーブルに着席した参加者

に向けて発表し，質疑応答することとなります．Remo の操作方法については，後日，研究会

の参加者にご連絡いたします．また，当日の運用に向けた練習の機会を前日までに設ける予

定です． 

ポスター発表に先立って，各セッションの初めに，発表内容の紹介動画を流します．発表者

には，そのための 30秒間の発表内容紹介動画をご作成いただき，事前にご提出いただくこと

を予定しております．PowerPoint スライド 1枚に音声を付ける形で差し支えありません．詳

しい情報は，発表申込者に追ってご連絡差し上げます． 

［発表申込・参加申込締切］ 

発表申込締切は，令和２（2020）年 11月３日（火）です． 

参加申込締切は，令和２（2020）年 11月 29 日（日）です． 

参加・発表申し込みは全て Googleフォームで行います． 

＜URL：https://forms.gle/PHt7UqGXZExQJzDc8 ＞ 

オンライン開催（試行）のため，あらかじめ参加申込をお願いいたします． 

［論文提出締切］ 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和 2（2020）年 11月 23 日（月）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「若手活性化委員会」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

［表 彰］当日の発表の中から，優秀な研究発表に対して「ベストプレゼンテーション賞」を授与しま

す．本研究会の研究発表におけるベストプレゼンテーション賞の受賞者は，下記の条件(1),(2),(3)

を満たすものとします． 

（1）本研究会における研究発表の登壇者であること． 

（2）正会員または学生会員であること．ただし，非会員が受賞候補となった場合には，本学

会への入会の意思を確認し，入会の意思が示された場合には受賞者とする． 

（3）以下の（a），（b），（c）のいずれかを満たしていること． 

（a）研究発表日時点で，39歳以下である． 

（b）研究発表日時点で，修士課程，博士課程，専門職学位課程のいずれかに在学してい

る． 

（c）研究発表日時点で，博士の学位取得後 8 年未満（※）である． 
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（※）研究発表日までに博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得し

た産前・産後の休暇，育児休業の期間を除くと博士の学位取得後 8 年未満となるこ

とを含む． 

［その他］本研究会で研究発表を行うことで，学会機関誌『科学教育研究』の特集「次世代を担う若手

研究者の科学教育研究」に論文を投稿する条件の一部を満たすことができます．特集の投稿

募集の詳細につきましては，学会 Web サイトをご確認ください． 

［情報交換会］研究会の終了後には，Remo による情報交換会を予定しております．６名掛けのテーブル

ごとに何らかのテーマを設定し，気軽に情報交換ができるようにする予定です．詳細は，後

日公開いたします． 

 

多数の方々のご参加をお待ちしております． 

日本科学教育学会 若手活性化委員会委員長 大谷洋貴（日本女子大学） 

 

 

2020 年度 第 4回日本科学教育学会研究会（北陸甲信越支部開催） 

［テーマ］これからの時代を牽引する科学教育 

［主 催］一般社団法人 日本科学教育学会 

［日 時］令和 2 年（2020）12月 13 日（日）7:20～19:10（予定．※発表件数により時程の変更あり．） 

［会 場］オンライン開催（試行） 

一会場の都合上，研究発表申込が 30件を超える場合には一人 15 分(発表 12 分，質疑・応答

準備後片付け 3 分)とします．研究発表申込が 40件を超えた場合には，北陸甲信越支部会員

の方の口頭発表を優先させていただきます．北陸甲信越支部会員以外の方につきましては，

先着順に口頭発表とさせていただき，発表登録が 40件を超えた方からは口頭発表はなしで J-

Stage への掲載のみでの発表になることをご了承ください．J-Stage への掲載をもちまして誌

面発表とさせていただきます． 

［対 象］会員，教員，学生，社会人 

［参 加］発表の有無にかかわらず参加できます．会員でない方もご参加いただけます． 

参加費は無料です． 

オンライン開催（試行）に参加をご希望の方は，2020 年 12月 11 日（金）までに「申込み先」

までご連絡ください．後日，オンライン開催（試行）の URL を直接ご連絡いたします． 

なお，研究会当日の録音，録画はご遠慮ください． 

［問い合わせ］2020 年度第４回日本科学教育学会研究会・企画編集委員：三崎 隆 

〒380-8544 長野県長野市大字西長野 6-ロ信州大学教育学部 

Tel/Fax (026-238-4111) 

E-mail: misaki(atmark)shinshu-u.ac.jp（三崎隆） 

［発表申込・論文提出締切］発表は，単名または連名発表者に 1名以上の会員を含むことが条件となり

ます． 

発表申し込み時に「入会申し込み」が完了していれば，会員として扱うこととします． 

希望される方は，氏名，所属，発表題目，E-mailアドレス，電話番号，連絡先住所を明記し

た E-mail を 企画編集委員：三崎隆（信州大学）までお送りください．連名の場合，発表者
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に○印を付けてください． 

発表申込締切は，令和 2（2020）年 11月 3 日（火）です． 

研究会研究報告の原稿執筆要項は学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingGuidelineFrom2019.pdf 〉 

研究会研究報告の原稿例も学会ホームページをご参照ください． 

〈URL：http://www.jsse.jp/~kenkyu/2018/WritingExampleFrom2019revised.docx 〉 

原稿投稿料の支払いと原稿の提出締切は，令和 2（2020）年 11月 23 日（月）です． 

次のウェブサイトから投稿してください． 

〈 https://jsse-kenkyukai-form.jp/ 〉 

研究会情報のプルダウンメニューで「北陸甲信越支部」を選んでください． 

投稿完了メールは＜info(atmark)jsse-kenkyukai-form.jp＞より自動送信されます．このアドレス

からのメールを受信できるように，あらかじめフィルタ設定等をご確認ください．アドレス

の(atmark)の部分は＠です． 

原稿提出が指定の期日に遅れますと，投稿できなくなり，自動的に取り消しとなります．ま

た，原稿投稿料が指定の期日に遅れますと，発表できませんので，ご注意ください． 

 

多数の方々のご参加をお待ちしております． 

日本科学教育学会 北陸甲信越支部長 三崎 隆（信州大学） 
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国際交流委員会では，国際学会等の情報提供と参加者同士の交流を通して，国際学会等への参加・発

表，国際交流や国際共同研究を促進することを目的とし，毎年，国際ランチョン・ミーティングを主催

しており，大学院生や若手研究者，海外の学生・院生や研究者から多数のご参加をいただいています． 

本年度の第 44 回年会は現地開催を取りやめ，オンライン開催となったことから，国際ランチョン・

ミーティングは中止とし，本学会が加盟する ICASE (International Council of Associations for Science 

Education)の Prof. ZHANG BaoHui 新会長よりメッセージ動画を頂き，大会期間中に配信しました． 

Zhang 新会長の発表は，「ICASE: A Global Network for Science and Technology Education」と題するもの

で，ICASE の概要や組織，活動，設立当時からのユネスコとの連携，現在の加盟団体数（28 か国・地域，

58 団体），世界大会，発刊雑誌・ニュースレター，日本の科学教育研究とのつながり，アジアでの展開

について丁寧に説明され，東京オリンピックは延期になったがオリンピック精神で皆が団結してこの困

難を乗り越えよう，そこには科学技術教育が必要であるという強いメッセージでした．ICASE の役員は

３年の任期です．本学会の隅田学会員がアジア地域代表として３選され，2020-2023 年も継続して務める

ことになっています．アジアの科学技術教育への世界的な注目が高まる中，新会長がアジアから選出さ

れました．今後，本学会が海外の関連学会等とのさらなる連携を構築し，国際協働を推進していくこと

が期待されます． 

 

（愛媛大学・隅田 学）  

 

ICASE (International Council of Associations for Science Education) 

新会長 Prof. ZHANG BaoHui による動画メッセージ配信報告 

国際交流委員会だより 
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2020 年 

The World Science Technology Engineering and Mathematics (STEM) Education Conference  

※JSSE が加入する The International Council of Associations for Science Education (ICASE) と Istanbul Aydın 

University とが共催で開催します． 

開催地：イスタンブール 

期間：2020 年 6月 18-20 日を予定していたが延期が決定．新しい日程は未発表．

http://www.worldstemed.org/ 

 

The International Research Group on Physics Teaching - GIREP 

物理教育の国際会議，今年度は Webinar で開催． 

期間：2020 年 11月 16-18 日 

https://www.um.edu.mt/events/girep 

 

2021 年 

26th IUPAC International Conference on Chemistry Education  

開催地：Cape Town, South Africa 

期間：2021 年 1月 26-30 日（2020 年 7月から延期）2 年ごとに開催される化学教育の国際会議． 

https://www.icce2020.org.za/ 

 

EASE Conference 2020 

開催地：Daegu, Korea 

期間：2021 年 2月 3-6 日（2020 年 8月から延期） 

http://www.ease2020.kr/ 

 

16th Biennial International History, Philosophy, and Science Teaching Group Conference 

開催地：Calgary, Canada 

期間：2021 年 7月 4-8 日 

http://www.ihpst.net/content.aspx?page_id=22&club_id=360747&module_id=400512 

 

The 14th International Congress on Mathematical Education  

開催地：Shanghai, China 

期間：2021 年 7月 11-18 日（2020 年 7月から延期） 

 

The 6th International STEM in Education Conference  

開催地：Vancouver, Canada  

期間：2021 年 7月 15-17 日（2020 年 7月から延期） 

http://stem2020.ubc.ca/ 

国際学会開催情報 
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History and Pedagogy of Mathematics (HPM) 2020  

開催地：Macao, China  

期間：2021 年 7月 20-24 日（2020 年 7月から延期） 

http://www.clab.edc.uoc.gr/HPM/about%20HPM.html 

 

The 44th Conference of the International Group for the Psychology of Mathematics Education（PME44） 

開催地：Khon Kaen, Thailand, 

期間：2021 年 7月 20-24 日（2020 年 7月にオンライン会議を一部開催した上で延期）  

http://www.igpme.org/annual-conference/ 

https://pme44.kku.ac.th/home/ 

 

The 14th Conference of the European Science Education Research Association 

開催地：Braga, Portugal 

期間：2021 年 8月 30 日-9月 3 日 

 

The 11th International Mathematics Education and Society Conference (MES11) 

開催地：Klagenfurt, Austria 

期間：2021 年 9月 24 日-29 日 

https://conference2.aau.at/event/45/timetable/?print=1&view=standard 

 

2022 年 

The 12th Congress of the European Society for Research in Mathematics Education (CERME12) 

開催地：Bolzano, Italy 

期間：2022 年 2月 2 日-6 日（2021 年 2月から延期） 

https://www.cerme12.it 
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第 44回年会において，次年度の第 45回年会に実施予定の研究方法論に関するチュートリアルの「予

告編」の動画を配信しました．ゲストスピーカーは，主に質的アプローチで研究されている舟橋友香先

生（奈良教育大学），主に量的アプローチで研究されている中村大輝先生（広島大学大学院）のお二人で

した．この予告編では，ゲストスピーカーのお二人に，①質的/量的研究の魅力，②来年度に向けて話し

たいこと，③対談者に聞いてみたいことを話していただきました．ちなみにインタビュアーは若手活性

化委員会委員長の雲財寛（日本体育大学）です． 

まず，舟橋先生のインタビューでは，だまし絵を具体例に，質的研究における視点の変換や視点を開

発するおもしろさについて語っていただきました．また，来年度では，こうした質的研究の魅力を伝え

るとともに，対談者の中村先生には，量的研究では捉えづらい教育現象におけるメカニズムやプロセス

について，どのように考えているのかを聞いてみたいとおっしゃっていました． 

一方，中村先生のインタビューでは，量的研究の魅力として，数字を使ってデータの傾向が要約でき

ること，普遍的な法則を追究することができることなどを教えていただきました．また，対談者の舟橋

先生には，質的研究の目的を詳細に聞いたうえで，質的研究，量的研究のそれぞれの特徴を整理し，研

究方法論の未来について深く議論していきたいとおっしゃっていました． 

このように，お二人の先生から熱のこもったトークを聞いて，来年度のチュートリアルが盛り上がる

ことを確信しました．この予告編を視聴した方からも「予告編動画のクオリティが高く，本番の議論が

楽しみだ」，「質的研究と量的研究両方の特徴や長所を同時に学べるチャンスにしたい」といった意見を

いただきました．来年度に向けてさらに企画を詰めていきますので，楽しみにお待ちください！ 

最後になりますが，最新の若手活性化委員会の情報は，若手活性化委員会の Facebook ページ

（https://www.facebook.com/jssewakate/ ）にて公開しております．今回の若手活性化委員会企画について，

Facebook を通して知られた方もおられたようです．どうぞご覧になっていただき，今後の研究会などに

足を運んでいただくきっかけとなれば幸いです． 

 

若手活性化委員会チュートリアル予告編ムービーのサムネイル 

（雲財  寛：日本体育大学） 

 若手活性化委員会だより 

第 44 回年会における若手活性化委員会企画 報告 
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若手活性化委員会が担当する第 3回研究会は，2020 年 12月 13 日（日）に，オンラインにて開催いた

します．この研究会は，『科学教育研究』の若手会員を対象とした特集「次世代を担う若手研究者の科学

教育研究」（通称：若手特集）とタイアップしています．今年度の研究会においては，例年行っているワー

クショップは実施せず，ポスター形式の研究発表とオンライン懇親会を計画しています． 

ポスター形式の研究発表とオンライン懇親会は，Remo（リモ；https://remo.co/ ）という Web 会議シス

テムを使用します．Remoによるバーチャル研究会会場には 6人掛けのテーブルがいくつか並んでおり，

各発表者には，対面での発表の際にポスターを貼るボードのように，テーブルが 1 つ割り当てられます．

発表者は，自分のポスターセッション中，割り当てられたテーブルに常駐し，そのテーブルに着席した

参加者に向けてポスターデータを画面共有しながら発表し，質疑応答することとなります．対面形式で

のポスター発表に近い形をとることが可能であるため，他の Web 会議システムではなく，Remo を使用

する運びとなりました．Remo の操作方法については，後日，研究会の参加者にご連絡いたします．ま

た，当日の運用に向けた練習の機会を前日までに設ける予定です． 

また，オンライン開催のため，参加をご希望の方は，発表者を含め，あらかじめ「参加申込」をお願

いいたします． 

 

＜論文投稿相談＞ 

研究発表を行う会員の皆さまの中には，『科学教育研究』若手特集に投稿する予定の方や，投稿するか

しないかを検討中の方，投稿予定ではないが研究発表を通して論文をブラッシュアップしたり知見を広

げたりしようとしている方がいらっしゃると思います．本研究会では，そうした会員の方を対象として，

ポスター形式の研究発表において，『科学教育研究』若手特集の投稿などに関する相談を若手活性化委員

会のメンバーが中心となりインタラクティブにお受けしたいと考えています． 

 

＜研究発表申込の募集＞  

研究発表はすべて，ポスター形式で行います．多くの皆様の発表申込をお待ちしております．なお，

本研究会で研究発表を行うことで，『科学教育研究』若手特集に論文を投稿する条件の一部を満たすこと

ができます．さらに，本研究会当日の発表の中から，優秀な研究発表に対しては「ベストプレゼンテー

ション賞」を授与します．ただし，「ベストプレゼンテーション賞」の対象となるのは条件があります．

詳細は学会 Web サイトの本研究会ページをご確認ください． 

 

研究会に関わる情報は若手活性化委員会 Facebook ページやメーリングリストで随時公開していきま

す．どうぞご期待ください． 

次世代の科学教育を語り合いましょう．多数のみなさまの積極的なご参加をお待ちしています．若手

会員のみなさまは，ぜひご発表をお願いいたします． 

 

〇発表・参加申し込みについて 

発表を希望される方や研究会に参加される方は,学会 Web サイトの本研究会ページ（「2020 年度第 3回

2020 年度第３回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催） 予告 



－ 25 － 

日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催）」）に記載されている発表・参加申込み URL よりお申

込をお願いいたします．研究会 URL は下記の通りです． 

 発表申込締切は 2020 年 11月 3 日（火）です． 

 参加申込締切は 2020 年 11月 29 日（日）です． 

 

 ・研究会 URL：2020 年度第 3回日本科学教育学会研究会（若手活性化委員会開催） 

   http://www.jsse.jp/jsse/modules/note7/index.php?id=139  

 ・発表・参加申込 URL：https://forms.gle/PHt7UqGXZExQJzDc8  

 

ご不明な点につきましては，以下の問い合わせ先までメールにてご連絡ください．  

 ・問い合わせ先：日本科学教育学会若手活性化委員会・幹事 山本輝太郎（明治大学）  

         kitaro [atmark] meiji.ac.jp  

 

Facebookページやメーリングリストの登録は，随時，受け付けています．ぜひご登録ください．  

◯若手活性化委員会 Facebook 

  https://www.facebook.com/jssewakate/  

◯JSSE 若手研究者メーリングリスト登録 URL 

  https://goo.gl/tClQb4  

 

（大谷洋貴：日本女子大学，雲財 寛：日本体育大学） 
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編集委員会では，若手活性化委員会と連携し，下記の主旨で「科学教育研究」第 45巻第 4号での特集

を企画します．研究論文，総説・展望，資料，プラザ，全ての種別の原稿を募集いたします．ふるって

ご投稿のほどお願い申し上げます． 

 なお，投稿規定により，「科学教育研究」への投稿論文は，筆頭著者が日本科学教育学会の会員である

必要があります．また，この特集には投稿条件が設定されています．その点ご注意ください． 

 

編集委員長   山口悦司 

特集編集部会長 大谷洋貴 

記 

 

特集名：次世代を担う若手研究者の科学教育研究 

 

 2017 年に初めて企画された若手会員を対象とした特集（以下，若手特集と称する）は，その後も毎年

企画されてきており，今回の 2020 年で 4回目となる．若手特集は，回を重ねるごとに，投稿数ならび

に掲載数が年々増加している傾向にある．これは，本学会が若手研究者の研究活動の支援，その中でも

大きなウェイトを占める学術論文の公表の支援をより積極的に行い，その支援の成果が出始めているこ

とのエビデンスであろう．新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴い，本学会の活動は大きな影

響を受けているが，そのような状況下においても学会としての意義ある取り組みを継続し，さらに発展

させていくために，本学会の若手会員を幅広く対象とした特集を 2020 年も企画する． 

 今回の特集も，従来の若手特集と同様に，本学会の若手研究者支援活動の一環として，若手活性化委

員会が担当する研究会と連携した企画である．今回の特集企画における支援の具体的方策は，次の 3点

である．（1）特集編集部会の構成メンバーが若手活性化委員会担当の研究会における若手会員の研究発

表に対して建設的なコメントを行う，（2）学会誌投稿に向けた若手会員からの相談を受ける，（3）本特

集への論文投稿を積極的に促進する．これらの方策による支援を実施するために，若手活性化委員会が

担当する研究会（開催日：2020 年 12月 13 日（日），オンライン開催（試行））での研究発表を投稿条件

に加えている． 

 以上の企画による特集を通して，「科学教育研究」の機関誌編集・刊行の立場から，将来の科学教育と

いう学術領域の維持と発展を牽引する多様な人材を本学会から輩出することに貢献することを目指す． 

 

特集編集部会の構成メンバー 

部会長：大谷洋貴（日本女子大学） 

副部会長：高橋 聡（関東学院大学），鈴木宏昭（山形大学），北澤 武（東京学芸大学）， 

雲財 寛（日本体育大学） 

特集編集部会委員：山本輝太郎（明治大学），下村岳人（島根大学），大浦弘樹（東京工業大学），     

若手会員を対象とした特集のお知らせ 

編集委員会だより 
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大野美喜子（産業技術総合研究所），木村優里（東京学芸大こども未来研究所），山田真子（長崎大学），

荒谷航平（静岡大学），山崎美穂（帝京大学），古賀竣也（筑波大学），標葉靖子（実践女子大学），     

中原久志（大分大学）など 

 

投稿条件 

以下の 3点の条件すべてを満たした論文投稿を受け付けます．これらの条件を満たしていないと判断

された論文につきましては，一般論文としての査読対象とさせていただきます．あらかじめご承知おき

ください． 

（1）以下の（a），（b），（c）のいずれかを満たす学会員が，投稿論文の筆頭著者となっていること． 

（a）投稿締切日時点で，39歳以下である． 

（b）投稿締切日時点で，修士課程，博士課程，専門職学位課程のいずれかに在学している． 

（c）投稿締切日時点で，博士の学位取得後 8 年未満（※）である． 

（※）投稿締切日までに博士の学位を取得見込みの者及び博士の学位を取得後に取得した産前・

産後の休暇，育児休業の期間を除くと博士の学位取得後 8 年未満となることを含む． 

（2）若手活性化委員会が担当する研究会（開催日： 2020 年 12月 13 日（日），オンライン開催（試行））

で，筆頭著者として研究発表を行っていること． 

（3）上記（2）の研究発表内容に基づいた論文であること． 

 

事前申込締切：2021 年 2月末日 

限られたスケジュールの範囲で査読プロセスを円滑かつ確実に進めるため，事前申込を必須としま

す．投稿を予定している方は大変お手数ですが，メールタイトル「特集：次世代を担う若手研究者の

科学教育研究の事前申込」とし，著者名・所属，仮タイトル，論文種別，E-mailアドレス，電話番

号，連絡先住所を jsse-hen [atmark] nacos.com までお送りください． 

 

投稿受付開始：2021 年 1月 1 日 

投稿締切：2021 年 3月 31 日 

＊特集に投稿する場合は，投稿システムの「手順 5：設問」画面の「掲載号」で「特集号」を選択し

てください． 

 

投稿論文の取り扱い 

本特集の刊行までに採択されない投稿論文については，一般論文としての査読を継続いたします． 

 

発刊予定：2021 年 12月 
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2020 年度第 1 回編集委員会報告 

 

 

 令和 2 年 8月 27 日（木）にオンライン会議システム Zoom を利用した遠隔会議で開催された．まず，

2020-2021 年度の編集委員会の構成が報告された．次に，若手活性化委員会から提案のあった次期特集号

（45巻 4号次世代を担う若手研究者の科学教育研究）の企画について，審議の結果，原案通りに実施す

ることが了承された．続いて，論文執筆要領や投稿システムと，オンライン投稿マニュアルとの間にあ

る齟齬について説明がなされた．審議の結果，この点も含め，今後，オンライン投稿マニュアルを見直

していくことが了承された． 

 

次の編集理事会は，2020 年 11月 21 日（土）12:00～14:00，遠隔会議での開催を予定している． 

 

 

 

 

令和 2 年 8月 27 日（木）にオンライン会議システム Zoom を利用した遠隔会議で開催された．まず，

2020-2021 年度の編集委員会の構成が報告された．次に，「科学教育研究」の編集状況（7月 31 日現在），

特集「次世代を担う若手研究者の科学教育研究」の編集状況（8月 20 日現在），特集「STEM/STEAM 教

育に関する理論的・実証的研究」の編集状況（8月 20 日現在）について，報告された．次期特集号（45

巻 4号次世代を担う若手研究者の科学教育研究）の企画について，報告があり，編集委員会と若手活性

化委員会とで連動し対応することが確認された．続いて，「査読規程」「〔別表〕総合判定決定の参考資料」，

機関誌編集の流れ（2020 年 8月）」，「担当編集委員の心得（2020 年 8月）」，「査読の仕方（2020 年 8月）」，

「オンライン投稿マニュアル」について，説明があり，機関誌編集の進め方と基本的な考え方が確認さ

れた．その後，今後の特集号のテーマや J-Stage の電子付録の使用について意見交換を行った． 

 

 

 

 

2020 年 9月 30 日時点の「科学教育研究」編集状況は，下記の通りである． 

 

１．新規投稿論文（2020.8.1～2020.9.30）：32編（うち 15編は特集論文のため，テクニカルチェック中

で受付前） 

【内訳】和文 32編，英文 0編 

２．査読中論文（2020.9.30現在）：29編（テクニカルチェック中のものを除く） 

【内訳】担当編集委員選定中：8編 

査読者選定中：0編 

査読中（1回目）：4編 

担当編集委員による第 1審総合判定中：4編 

改訂稿待ち：4編 

2020 年度第 1 回編集理事会報告 

「科学教育研究」編集状況報告 
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査読中（2回目）：7編 

担当編集委員による第 2審総合判定中：2編 

編集委員長による最終判定中：0編 

 

３．掲載決定論文（2020.8.1～2020.9.30現在）：12編 

【内訳】研究論文：10編 

総説・展望：0編 

資料：2編 

プラザ：0編 

【合計】44-4号：12編（通算 14編） 

  



－ 30 － 

 

 
 

 
  

「科学教育研究」投稿状況および掲載決定状況 
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ＵＲＬ： http://www.jsse.jp 
□ 事務局    中西印刷（株） 学会部  内     ＴＥＬ：075-415-3661   ＦＡＸ：075-415-3662 
                                           E-mail：jsse [at mark] nacos.com 

                                           〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

□編集事務局（論文投稿・査読編集）         ＴＥＬ：075-415-3155   ＦＡＸ：075-417-2050 
                                           E-mail：jsse-hen [at mark] nacos.com 
             中西印刷（株） 学会部  内     〒602-8048  京都市上京区下立売通小川東入ル 

  郵便振替口座：00170-6-85183  日本科学教育学会 

  銀 行 口 座：みずほ銀行 京都中央支店  普通 2269008  日本科学教育学会 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報委員会からのお知らせ 
 

 科学教育研究レター第 249号をお届けします．一般社団法人日本科学教育学会の広報活動につ

いてお気づきの点などがございましたら，学会 Web サイトにある「お問い合わせ」をご利用の

うえ，お知らせください． 

 

担当理事： 谷塚光典（信州大）     森田裕介（早稲田大） 

委    員： 内ノ倉真吾（鹿児島大）   益川弘如（聖心女子大）  辻 宏子（明治学院大） 

 稲田結美（日本体育大）越智拓也（国立教育政策研究所） 高井吾朗（愛知教育大）

 山本輝太郎（明治大）  

幹    事： 榎本哲士（北海道教育大）  辻山洋介（千葉大） 石﨑友規（常磐大）  

後藤みな（山形大） 
 

一般社団法人日本科学教育学会          Japan Society for Science Education 

科学教育研究レター編集 日本科学教育学会広報委員会 


